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毎
年
十
月
の
第
二
土
、
日
、
祝
日

の
三
日
間
、
国
内
で
最
大
級
の
中
南

米
音
楽
祭
「
コ
ス
キ
ン
・
エ
ン
・
ハ

ポ
ン
」
が
町
の
中
央
公
民
館
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
す
。

全
国
か
ら
フ
ォ
ル
ク
ロ
ー
レ
の
愛

好
家
、
約
百
六
十
組
が
集
ま
り
、
多

く
の
観
衆（
六
千
人
）と
共
に
、
初
日

と
二
日
目
の
演
奏
は
深
夜
ま
で
続
き
ま
す
。

音
楽
祭
で
は
本
場
コ
ス
キ
ン
市（
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
）へ
日
本
代
表
を
送
り
出
す
た
め
の

審
査
会
も
行
わ
れ
、
そ
の
演
奏
技
術
の
高

■
福
島
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川
俣
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石
川
県
七
尾
市
、
南
大
呑
地
区
か
ら
は
、

富
山
湾
の
背
後
に
そ
び
え
る
雄
大
な
立
山

連
峰
が
拝
め
、
太
陽
が
昇
る
様
は
ま
さ
に
絶

景
で
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
地
域
で
二
十
一

世
紀
の
ま
ち
づ
く
り
を
模
索
し
な
が
ら
、
地

域
資
源
を
生
か
し
た
特
産
品
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
五
年
に
南
大
呑
地
区
振
興
懇
話
会

が
、
Ｒ
Ａ
Ｐ
（
ル
ー
ラ
ル
ア
メ
ニ
テ
ィ
・

プ
ラ
ン
）
構
想
、「
神
代
ロ
マ
ン
、
薬
師
の

里
・
能
登
大
呑
郷
」
を
策
定
し
、
地
域
づ

く
り
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
次
世
代
に
自
信
を

■
石
川
県
七
尾
市

七
尾
市
南
大
呑
地
区
が

取
り
組
む
特
産
品
開
発
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石川県 

七尾市 持
っ
て
返
せ
る
、

真
に
豊
か
な
地
域

づ
く
り
」、
地
域

像
に
「
健
康
」
と

「
真
の
豊
か
さ
」

を
掲
げ
て
い
ま
す
。

特
産
品
開
発
や
郷

土
料
理
の
創
作
に

日
々
、
実
践
に
む

け
た
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
地
域
資
源
を
私
た
ち
だ
け

の
「
楽
し
み
」
に
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、

都
会
の
人
々
に
も
高
齢
化
社
会
に
対
し
て

も
、「
健
康
」
と
「
真
の
豊
か
さ
」
を
提
供

で
き
る
商
品
と
し
て
賞
味
し
て
い
た
だ
こ

う
と
実
験
実
証
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
試
作
の
な
か
か
ら
商
品
と
し
て

誕
生
し
た
の
が
、
梅
の
甘
露
煮
と
ジ
ャ
ム

で
す
。
今
後
は
、
大
呑
カ
ン
ト
リ
ー
メ
イ

ド
と
し
て
さ
ら
な
る
メ
ニ
ュ
ー
開
発
を
模

索
し
な
が
ら
、
新
製
品
を
開
発
し
て
い
き

た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

（
南
大
呑
地
区
食
品
加
工
協
議
会
・
大
呑
郷
土
食
研
究
会
）

る
「
坂
の
ま
ち
ア
ー
ト
in
や
つ
お
」
で
す
。
空

洞
化
が
進
む
中
心
市
街
地
の
再
活
性
化
を
図
ろ

う
と
、
平
成
二
年
に
富
山
県
の
地
域
づ
く
り
団

体
と
な
っ
た
「
坂
の
ま
ち
千
年
会
議
」
を
中
心

に
実
行
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、
平
成
八
年
か
ら

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

各
地
と
の
交
易
に
よ
っ
て
独
特
の
伝
統
文
化

を
創
り
上
げ
て
き
た
町
の
歴
史
に
学
び
、
全
国

か
ら
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
き
、
八
尾
の
町
を
舞

台
に
「
作
家
と
町
民
と
来
場
者
」
の
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目

指
す
も
の
で
、
ア
ー
ト
は
美
術
館
で
と
い
う
固

定
観
念
を
捨
て
、
一
般
の
民
家
や
日
本
の
道
百

選
の
「
諏
訪
町
本
通
り
」
等
の
道
路
空
間
を
展

覧
会
場
と
し
、
格
子
戸
や
石
畳
、

坂
道
の
路
地
を
歩
き
な
が
ら
ア

ー
ト
作
品
や
町
屋
の
佇
ま
い
、

情
緒
あ
る
八
尾
散
策
が
楽
し
め

る
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

第
七
回
を
数
え
た
昨
年
は
、

開
放
し
て
い
た
だ
い
た
町
屋
・

商
家
は
五
十
カ
所
、
出
展
作
家

も
百
名
近
く
に
上
り
ま
し
た
。

家
々
の
軒
先
を
山
野
草
で
飾
る

「
野
の
花
展
」
も
町
民
総
参
加

八
尾
町
は
、
富
山
藩
時
代
に
は
唯
一
の
生
糸

公
益
市
場
と
し
て
藩
の
財
政
を
支
え
、「
蚕
都

さ
ん
と

」

と
呼
ば
れ
て
栄
え
た
長
い
歴
史
を
も
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
豊
か
な
土
地
柄
か
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
町
民
文
化
が
育
ま
れ
、
越
中
の
美
術
工
芸
の

粋
を
集
め
た
絢
爛
豪
華
な
「
八
尾
曳
山
祭
」（
五

月
三
日
）
や
、
胡
弓
の
音
色
が
夢
幻
の
心
地
を

誘
う
「
お
わ
ら
風
の
盆
」（
九
月
一
日
〜
三
日
）

と
い
っ
た
伝
統
行
事
で
全
国
に
有
名
で
す
。

こ
れ
ら
の
伝
統
行
事
に
加
え
、
近
年
注
目
さ

れ
て
い
る
の
が
、
毎
年
十
月
上
旬
に
開
催
さ
れ

で
開
催
さ
れ
、
地
元
の
八
尾
高
校

の
生
徒
た
ち
も
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
出
店
し
た
り
、「
お
わ
ら
踊

り
」
を
披
露
し
て
賑
わ
い
づ
く
り

に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、

四
日
間
で
三
万
人
を
超
え
る
観
光
客
が
訪
れ
ま

し
た
。

平
成
十
三
年
度
か
ら
は
、
富
山
県
内
の
伝
統

的
な
町
屋
や
通
り
、
町
並
み
を
活
か
し
た
「
ま

ち
な
み
ア
ー
ト
リ
レ
ー
in
と
や
ま
」
に
参
画
し
、

「
元
気
に
富
山
」
県
民
活
動
事
業
と
し
て
広
域
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま

し
た
。
実
行
委
員
会
で
は
、「
坂
の
ま
ち
ア
ー
ト
」

を
通
年
的
な
賑
わ
い
を
も
た
ら
す
「
お
わ
ら
風

の
盆
」
に
次
ぐ
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
ア
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
年
六
月
に
は
、
行
政
も
含
め
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
参
画
を
得
て
、
八
尾
町
観
光
イ
ベ
ン
ト

連
絡
協
議
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
八
尾
町
で

今
後
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
、
よ
り
効
率
的

か
つ
、
よ
り
大
き
な
波
及
効
果
を
生
む
よ
う
に

し
て
い
く
た
め
に
、
各
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
機
関

等
の
連
携
を
深
め
、
地
域
の
活
性
化
と
観
光
の

振
興
に
向
け
、
新
た
な
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
活
力

創
出
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
で
は
、
十
月
十
日
か
ら
四
日
間
に
渡

っ
て
開
催
さ
れ
る
「
坂
の
ま
ち
ア
ー
ト
in
や
つ

■
富
山
県
八
尾
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「
坂
の
ま
ち
ア
ー
ト
in
や
つ
お
2
0
0
3
」と

越
中
八
尾「
手
の
し
ご
と
市
」を
開
催

「
コ
ス
キ
ン
・エ
ン
・ハ
ポ
ン
」を
開
催

ケ
ー
ナ
が
響
く
里

川
俣
町

さ
は
、
南
米
に
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
前
祭
り
と
し
て
パ
レ
ー
ド
も
行

わ
れ
、
南
米
の
民
族
衣
装
に
着
飾
っ
た
各

グ
ル
ー
プ
（
千
五
百
人
）
が
町
を
練
り
歩

き
、
町
中
、

南
米
一
色
に

そ
ま
り
ま
す
。

ぜ
ひ
一
度
、

ケ
ー
ナ
（
ア

ン
デ
ス
地
方

の
民
族
楽

器
）
が
響
く

里
「
川
俣
町
」

へ
お
い
で
く

だ
さ
い
。

お
2
0
0
3
」
に
引
き

続
い
て
、
十
一
月
八

日
・
九
日
に
開
催
さ
れ

る
越
中
八
尾
「
手
の
し
ご
と
市
」
を
平
成
十
五

年
度
の
重
点
事
業
と
し
て
支
援
す
る
計
画
で
す
。

越
中
八
尾
「
手
の
し
ご
と
市
」
は
、
平
成
十

四
年
度
か
ら
八
尾
町
商
工
会
、
越
中
八
尾
観
光

協
会
に
よ
り
企
画
開
催
さ
れ
て
い
る
坂
の
ま
ち

ア
ー
ト
か
ら
発
生
し
た
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

二
年
目
に
あ
た
る
今
年
は
、
和
紙
や
指
物
等
の

伝
統
的
職
人
技
の
紹
介
に
加
え
、「
職
人
の
町
、

八
尾
」「
も
の
づ
く
り
の
音
が
聞
こ
え
る
町
、
八

尾
」
の
復
興
を
目
指
す
べ
く
、
八
尾
町
で
今
後

職
人
と
し
て
の
活
動
を
希
望
す
る
若
手
職
人
た

ち
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
募
集
。
昨
年
以
上

に
「
食
」
に
重
点
を
お
き
、
地
酒
や
菓
子
、
飲

食
店
の
自
慢
の
一
品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

「
越
中
和
紙
」
を
使
っ
て
思
い
思
い
の
明
か
り
の

オ
ブ
ジ
ェ
を
軒
先
に
飾
る
「
忍
ぶ
夜
道
の
明
か

り
展
」
を
、
町
民
総
参
加
を
目
指
し
て
開
催
す

る
計
画
で
す
。

■
新
し
い
文
化
の
創
造
を
目
指
す

「
坂
の
ま
ち
ア
ー
ト
in
や
つ
お
」

■
若
手
職
人
た
ち
に
よ
る

越
中
八
尾「
手
の
し
ご
と
市
」
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